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体幹部の救急疾患の画像所見：STAT画像報告の重要性
北海道大学病院 放射線診断科 木 村 理 奈

体幹部の救急疾患において，治療の緊急性が高い疾患は多岐にわたる．日中の検査では，放射線科医が主治
医に異常所見を伝えることで早期治療に結びつく場合があるが，多忙な状況ではレポート作成が遅れることが
ある．また，夜間や休日には，当直医が専門外の疾患を見なくてはならなく，放射線科医の読影が翌日以降に
なることも少なくない．このような状況下で，最初にCT画像を確認するのは放射線技師であり，緊急性の高
い所見を迅速に医師に報告することで，早期診断・早期治療が可能となり，患者の救命に繋がることがある．
本発表では，緊張性気胸，肺動脈血栓，消化管穿孔，腸閉塞，腹腔内出血，大動脈解離，大動脈瘤などの体幹
部の救急疾患におけるCTの典型的な画像所見を解説し，早期発見のポイントや報告の優先順位について言及
する．
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